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盪
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楽
我
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思
想

衢
　
如
来
常
住
無
有
変
易
か
ら

シ
ャ
カ
の
神
格
化
を
期
し
て
拡
大
す
る
佛
身
論
議
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
佛
教
々
理
を
変
貌
さ
せ
て
行
く
の
は
当
然
の
こ

と
。
従
来
、「
諸
行
無
常
」（
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
う
つ
り
変
る
）、「
諸
法
無
我
」（
す
べ
て
の
も
の
に
は
不
変
の
実
体
は
な
い
）、

「
一
切
皆
苦
」（
こ
の
世
で
苦
で
な
い
も
の
は
な
い
）
を
〈
法
印
〉
と
し
て
掲
げ
、
世
間
で
無
常
、
無
我
、
苦
、
不
浄
の
現
実
を

常
・
楽
・
我
・
浄
と
と
ら
え
る
執
着
は
誤
謬
な
り
、
そ
の
常
頷
倒
・
楽
頷
倒
・
浄
頷
倒
・
我
頷
倒
を
〈
四
頷
倒
〉
と
し
て
来
て

い
た
。
身
は
こ
れ
不
浄
（
身
念
處
）、
受
は
こ
れ
苦
（
受
念
處
）、
心
は
無
常
（
心
念
處
）、
法
は
無
我
（
法
念
處
）
と
、
不
浄
、

苦
、
無
常
、
無
我
の
〈
四
念
處
〉
を
観
法
す
る
こ
と
が
正
義
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
常
・
楽
・
我
・
浄
の
見
解
を
打
破
す
る
、

と
い
う
の
が
従
来
の
立
場
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
今
、『
大
般
涅
槃
経
』
は
、
佛
身
常
住
不
滅
の
旗
幟
を
ひ
る
が
え
し
て
、〈
常
〉
を
認
め
る
。
と
な
れ
ば
、
常
な
る

〈
我
〉
を
ゆ
る
す
こ
と
に
な
る
。
佛
性
は
真
我
と
も
大
我
と
も
な
っ
て
。
さ
ら
に
は
〈
常
〉
に
し
て
〈
我
〉
を
所
有
す
る
こ
と
は

不
浄
ど
こ
ろ
か
〈
浄
〉
も
浄
、
大
浄
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
す
る
境
地
は
苦
ど
こ
ろ
か
〈
楽
〉
も
楽
、
大
楽
と
な
る
。
こ
う
し
て
、

シ
ャ
カ
の
常
住
を
宣
揚
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』
は
、
従
来
の
立
場
を
全
く
変
革
し
て
、
常
・
楽
・
我
・
浄
を
強
調
す
る
こ
と
に



相
な
る
！

衫
　
涅
槃
三
徳
の
秘
密
蔵
か
ら

│
今
、
本
経
の
哀
歎
品
第
三
を
見
る
に
、
純
陀
が
シ
ャ
カ
に
供
物
を
さ
さ
げ
て
暫
く
、
大
地
震
動
し
て
、
大
衆
は
身
毛
皆

竪
し
、
声
を
揃
え
て
シ
ャ
カ
に
延
命
を
願
う
。「
今
、
佛
の
涅
槃
を
聞
き
、
我
等
の
心
迷
乱
す
。
か
の
大
地
動
に
諸
方
を
迷
失
す

る
が
如
し
。
大
仙
涅
槃
に
入
り
、
佛
日
地
に
堕
ち
、
法
水
悉
く
枯
涸
す
。
我
等
定
め
て
ま
さ
に
死
す
べ
し
。」
と
哀
歎
し
、「
唯

願
は
く
ば
久
住
し
て
、
涅
槃
に
入
り
た
ま
は
ざ
れ
。」
と
。

こ
れ
を
い
ま
し
め
て
シ
ャ
カ
曰
く
。

諸
の
比
丘
、
佛
の
出
世
は

し
。
人
身
得

く
、
佛
に
値
う
て
信
を
生
ず
る
。
是
の
事
も
亦

し
。
…
…
汝
等
我
に
遇
ひ

て
空
し
く
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
汝
、
今
、
是
の
佛
法
の
宝
蔵
に
遇
ふ
。
是
の
虚
偽
の
物
を
取
る
べ
か
ら
ず
。」（
大
正
蔵
一

二
・
六
一
六
ａ
）

と
し
て
。
弟
子
等
が
、
な
お
大
乗
に
暗
く
、
鬚
髪
を
剪
り
な
が
ら
も
、
煩
悩
の
し
が
ら
み
を
除
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
涅
槃

に
入
る
前
に
甘
露
を
教
勅
す
べ
し
、
と
し
て
、〈
涅
槃
三
徳
〉
の
秘
密
蔵
を
う
ち
明
け
る
こ
と
に
な
る
。

我
れ
今
、
ま
さ
に
一
切
衆
生
及
び
我
が
諸
子
、
四
部
（
出
家
二
衆
、
在
家
二
衆
）
の
衆
を
し
て
悉
く
皆
秘
密
蔵
の
中
に
安

住
せ
し
む
べ
し
。
我
も
亦
復
ま
さ
に
是
の
中
に
安
住
し
て
涅
槃
に
入
る
べ
し
。（
同
）

と
。
か
く
し
て
、
涅
槃
と
い
っ
て
も
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
涅
槃
で
は
な
く
、〈
大
涅
槃
〉
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
、
三
徳
か

ら
説
き
出
す
の
で
あ
る
。

何
等
を
か
名
け
て
秘
密
の
蔵
と
爲
す
。
猶
し
伊
字
（

）
の
三
点
の
如
し
。
若
し
竝
べ
ば
即
ち
伊
を
成
さ
ず
、
縦
も
亦
成

さ
ず
。
摩
醯け
い

首
羅
（
大
自
在
天
）
の
面
上
の
三
目
の
如
く
に
し
て
、
す
な
わ
ち
伊
を
成
す
こ
と
を
得
。
三
点
若
し
別
な
る

°°
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も
亦
成
す
こ
と
を
得
ず
。
我
も
亦
是
の
如
し
。

解
脱
の
法
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
如
来
の
身
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
摩
訶
般
若
も
亦
涅
槃
に
非
ず
。
三
法
異
な
る
も
亦
涅
槃
に

非
ず
。
我
れ
今
か
く
の
如
き
の
三
法
に
安
住
し
て
、
衆
生
の
爲
の
故
に
涅
槃
に
入
る
を
名
づ
く
。
世
の
伊
字
の
如
し
。（
哀

歎
品
第
三
、
大
正
蔵
一
二
・
六
一
六
ａ
）

袁
　
伊
字
三
点
の
如
く

今
、
こ
れ
を
横
超
慧
日
の
一
文
を
借
り
て
解
説
す
る
と
次
の
ご
と
く
に
な
る
。

「
涅
槃
経
に
従
え
ば
、
大
涅
槃
は
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
法
を
も
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
涅
槃
の
三
徳
と

い
う
。
時
と
處
と
の
制
約
を
越
え
て
普
遍
常
存
す
る
宇
宙
の
真
実
の
理
法
が
法
身
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
と
る
智
慧
が
般
若
で

あ
り
、
そ
れ
を
さ
と
っ
た
時
に
得
ら
れ
る
自
由
な
境
地
が
解
脱
で
あ
る
。

こ
の
三
者
は
相
互
に
相
依
り
相
待
っ
て
初
め
て
三
法
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
全
う
す
る
も
の
で
、
互
い
に
孤
立
し
て
は
成
り

立
つ
も
の
で
は
な
い
。
理
が
先
に
あ
っ
て
の
ち
に
智
が
さ
と
る
の
で
は
な
く
、
智
が
さ
と
っ
た
の
ち
に
自
由
が
お
こ
る
の
で

も
な
い
。
三
者
は
不
離
に
し
て
同
時
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
者
は
そ
の
何
れ
の
一
を
と
っ
て
み

て
も
、
そ
の
中
に
他
の
二
者
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
べ
き
筈
の
も
の
で
相
互
の
関
係
は
並
列
で
あ
る
と
も
連
続
で
あ
る
と
も

い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

涅
槃
経
は
、
こ
の
意
味
を
涅
槃
の
三
徳
が
不
縦
不
横
な
る
こ
と
梵
語
伊
（

）
の
三
点
の
如
く
大
自
在
天
の
面
上
に
お
け

る
三
目
の
如
く
な
り
と
喩
え
て
い
る
。（『
涅
槃
経
と
浄
土
経
』
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
○
年
、
二
四
五
頁
）

〈
般
若
〉、〈
解
脱
〉
が
常
住
な
る
如
く
、
如
来
の
本
質
も
有
爲
無
常
な
肉
身
を
離
れ
た
常
住
の
境
地
で
あ
る
の
は
も
ち
論
で
、

大
涅
槃
で
は
、〈
法
身
〉・〈
般
若
〉・〈
解
脱
〉
の
三
徳
が
不
縦
不
横
、
不
竝
不
別
、
相
即
円
具
で
あ
る
と
説
く
わ
け
で
あ
る
。

°°
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衾
　
四
頷
倒
を
頷
倒
し
て

と
に
か
く
、
入
滅
を
機
と
し
て
、
シ
ャ
カ
は
無
常
な
る
肉
身
を
捨
て
、
純
粋
の
本
佛
・
法
身
と
し
て
〈
常
住
〉
す
る
。
苦
な

る
人
生
か
ら
脱
し
て
〈
安
楽
〉、
無
知
無
明
を
解
い
て
〈
大
我
〉、
煩
悩
の
穢
れ
を
去
っ
て
〈
清
浄
〉
の
境
地
を
開
く
、
と
。
従

来
、
無
常
・
苦
・
無
我
・
不
浄
と
見
た
て
て
来
た
人
生
は
、
常
・
楽
・
我
・
浄
の
景
観
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。

我
と
は
即
ち
是
佛
の
義
、
常
と
は
是
法
身
の
義
、
楽
と
は
是
れ
涅
槃
の
義
、
浄
と
は
是
れ
法
の
義
な
り
。（
哀
歎
品
第
三
・

大
正
蔵
一
二
・
六
一
七
ａ
）

そ
し
て
、
佛
教
的
世
界
は
一
変
す
る
。

無
我
と
は
即
ち
生
死
、
我
と
は
即
ち
如
来
、
無
常
と
は
声
聞
、
縁
覺
（
小
乗
）、
常
と
は
如
来
法
身
、
苦
と
は
一
切
外
道
、

楽
と
は
即
ち
こ
れ
涅
槃
、
不
浄
と
は
即
ち
有
爲
法
（
現
象
界
）、
浄
と
は
諸
佛
菩
薩
の
所
有
の
正
法
な
り
。
こ
れ
を
不
頷
倒

と
名
づ
く
。
も
し
四
頷
倒
を
遠
離
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
是
の
如
き
の
常
、
楽
、
我
、
浄
を
知
る
べ
し
。（
大
正
蔵
一
二
・
六
一

七
ｂ
）

と
な
っ
て
従
来
の
徒
は
仰
天
す
る
。

汝
等
が
こ
れ
ま
で
修
習
し
て
い
る
無
常
や
苦
の
思
想
は
真
実
な
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
、
真
実
で
な
い
も
の
を
真
実
と
思
い

つ
づ
け
て
固
執
す
る
の
は
、
あ
た
か
も
水
中
に
落
ち
た
瑠
璃
の
玉
を
探
し
求
め
て
は
、
瓦
礫
や
木
草
を
捉
え
て
瑠
璃
の
珠
を
得

た
と
歓
ん
で
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
断
じ
て
啓
蒙
す
る
。

汝
等
、
比
丘
、
是
の
如
く
無
常
、
苦
、
無
我
想
、
不
浄
想
等
を
修
習
し
て
、
以
て
実
義
と
爲
す
こ
と
、
彼
の
諸
人
の
各
々

瓦
石
、
草
木
、
砂
礫
を
以
て
宝
珠
と
爲
す
が
如
く
な
る
べ
か
ら
ず
。
汝
等
、
ま
さ
に
善
く
方
便
を
学
び
て
在
在
處
處
に
常

に
我
想
、
常
楽
浄
想
を
修
す
べ
し
。
ま
た
、
ま
さ
に
先
よ
り
修
習
す
る
所
の
四
法
の
相
貌
、
悉
く
是
れ
頷
倒
と
知
り
、
真
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実
に
諸
想
を
修
す
る
こ
と
を
得
ん
と
欲
せ
ん
者
、
彼
の
智
人
の
、
巧
に
宝
珠
を
出
す
が
如
く
す
べ
し
。
所
謂
、
我
想
、
常

楽
浄
想
な
り
。（
大
正
蔵
一
二
・
六
一
七
ｃ
）

と
明
言
す
る
。

い
わ
ば
頷
倒
の
頷
倒
と
も
い
う
べ
き
大
変
換
で
あ
っ
て
、
聴
く
者
た
ち
は
即
應
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、「
シ
ャ
カ

は
先
き
の
所
説
と
矛
盾
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。」
と
の
疑
義
が
呈
せ
ら
れ
る
。

世
尊
、
彼
先
に
諸
法
無
我
な
り
、
汝
ま
さ
に
修
学
す
べ
し
。
是
を
修
学
し
己
ら
ば
、
則
ち
我
想
を
離
る
。
我
想
を
離
る
れ

ば
、
則
ち

慢
を
離
る
。

慢
を
離
る
れ
ば
、
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
得
と
説
た
ま
ふ
が
如
き
、
是
の
義
如
何
。（
同
）

と
。た

し
か
に
、
我
執
を
離
れ
よ
と
か
、
諸
法
は
無
我
な
り
と
い
っ
た
今
ま
で
の
所
説
は
、
ど
う
な
る
の
か
…
…
。
な
ん
と
今
は

「
在
在
處
處
に
常
に
我
想
を
修
す
べ
し
。」
な
ど
と
…
…
。
全
然
矛
盾
で
は
な
い
か
、
と
。

袞
　
客
医
乳
薬
の
譬
喩

さ
て
、
こ
の

所
・
切
所
を
『
大
般
涅
槃
経
』
の
作
者
グ
ル
ー
プ
は
ど
う
越
え
る
か
。

│
こ
れ
が
本
経
の
眼
晴
で
あ
る
。

そ
こ
で
巧
み
に
語
り
出
さ
れ
た
の
が
〈
客
医
乳
薬
〉
の
譬
喩
で
あ
っ
た
。

あ
る
国
王
の
凡
医
は
何
で
も
か
ん
で
も
〈
乳
薬
〉
一
辺
倒
で
こ
と
を
す
ま
せ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
病
理
・
薬
理
に
通

し

た
名
医
が
遠
方
よ
り
来
た
り
、
凡
医
に
師
事
す
る
こ
と
四
十
八
年
。
一
日
、
伴
わ
れ
て
王
に
ま
み
え
る
や
、
治
国
、
治
病

の
法
を
説
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
王
は
初
め
て
旧
医
が
凡
医
な
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
放
逐
し
た
。

新
た
に
侍
医
と
さ
れ
た
客
医
は
、
今
後
は
あ
の
旧
医
が
一
辺
倒
だ
っ
た
〈
乳
薬
〉
を
厳
禁
す
る
宣
令
を
国
王
に
出
さ
せ
る
。

乳
薬
を
薬
と
な
す
者
あ
ら
ば
、
そ
の
首
を
斬
る
べ
し
、
と
。
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と
こ
ろ
で
、
間
も
な
く
国
王
が
病
い
を
得
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
こ
の
新
た
な
侍
医
は
、
さ
き
に
厳
禁
さ
せ
た
〈
乳
薬
〉

を
勧
め
る
で
は
な
い
か
。
国
王
は
、「
汝
、
今
狂
す
る
か
。
汝
先
に
毒
と
言
ふ
。
今
云
何
ぞ
服
せ
し
む
。
我
を
欺
か
ん
と
欲

す
る
か
。
先
医
の
讃
ず
る
所
を
、
汝
先
に
毒
と
言
ひ
、
我
を
し
て
駆
遷
せ
し
め
、
今
復
好
に
し
て
、
最
も
能
く
病
を
除
く

と
言
ふ
。」
と
怒
る
。

し
か
し
、
新
医
は
答
え
る
。「
旧
医
は
そ
の
適
否
を
弁
せ
ず
、
万
病
に
対
し
て
乳
薬
一
本
槍
で
あ
っ
た
。
僥
倖
に
適
剤
と
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
。
元
来
、
乳
薬
に
は
毒
薬
と
甘
露
が
あ
る
。
特
別
に
飼
育
さ
れ
た
牛
よ
り
得
た
乳
薬
で
な
け
れ
ば
。」
と
。

ち
ょ
う
ど
、
先
き
に
は
無
常
、
無
我
、
皆
苦
と
説
き
、
今
は
常
、
我
、
楽
な
ど
と
説
く
の
も
同
じ
で
あ
る
。
外
道
が
真
実
の

〈
我
〉
を
知
ら
ず
に
説
く
ゆ
え
、〈
無
我
〉
と
説
い
て
こ
れ
を
喝
破
し
た
の
だ
。
だ
が
、
衆
生
の
機
が
熟
す
る
の
を
見
て
は
真
の

〈
我
〉
を
説
い
た
の
だ
、
と
（
大
正
蔵
一
二
・
六
一
七
ｃ
〜
六
一
八
ａ
）。

「
先
に
無
我
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
た
我
と
、
今
我
と
し
て
肯
定
せ
ら
れ
る
我
と
は
そ
の
本
質
全
く
異
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
先
に
は
我
を
個
体
的
に
、
も
し
く
は
実
在
的
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
か
か
る
も
の
を
否
定
す
る
意
味
で
無

我
と
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
我
と
い
ふ
の
は
我
な
る
実
体
が
存
在
す
と
い
ふ
の
で
な
く
、
法
性
が
真
実
に
し
て
常
住
で

あ
り
、
自
ら
主
と
な
っ
て
他
の
所
依
と
な
り
、
そ
れ
自
身
の
性
が
不
変
な
る
こ
と
を
我
と
名
け
た
の
に
外
な
ら
ぬ
。
即
ち

我
は
厭
く
ま
で
も
力
用
属
性
で
あ
っ
て
個
的
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
涅
槃
経
は
無
我
と
我
と
を
撞
着
せ
し
め
る
こ
と
な
く
、
能
く
小
乗
の
教
義
を
大
乗
へ
の
方
便
と
し
て
包
容
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
○
一
、二
頁
）

ま
さ
に
、
従
来
ま
で
旗
印
と
さ
れ
て
来
た
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
・
一
切
皆
苦
の
法
印
は
、
あ
ら
た
に
染
め
か
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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衵
　
解
脱
清
浄
の
色
を

陳
如
品
第
二
十
五
に
は
同
様
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
鹿
野
苑
以
来
の
五
弟
子
の
一
人
、

陳
如
（A

j ~nata-kaundinya

）

に
説
い
て
曰
く
、〈
色
〉（
形
あ
る
も
の
）
は
無
常
で
あ
る
。
こ
の
色
を
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
脱
常
住
の
色
は
得
ら
れ
る
。

こ
の
色
と
い
う
要
素
（
蘊う
ん

）
の
み
か
、
色
を
感
ず
る
〈
受
〉、
そ
れ
を
表
象
す
る
〈
想
〉、
意
志
す
る
〈
行
〉、
認
識
す
る
〈
識
〉

に
い
た
る
ま
で
、
こ
う
し
た
存
在
の
把
握
の
仕
方
は
み
な
無
常
で
あ
る
。
こ
れ
を
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
解
脱
常
住
の

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
く
。

色
は
是
無
常
な
り
。
是
の
色
を
滅
す
る
に
因
っ
て
解
脱
常
住
の
色
を
獲
得
す
。
受
想
行
識
も
亦
是
無
常
な
り
。
こ
の
識
を

滅
す
る
に
因
り
て
解
脱
常
住
の
識
を
獲
得
す
。
色
は
即
ち
是
れ
苦
な
り
…
…
色
は
即
ち
是
空
な
り
…
…
色
は
是
無
我
な
り

…
…
色
は
不
浄
な
り
、
是
の
色
を
滅
す
る
に
因
り
て
解
脱
清
浄
の
色
を
獲
得
す
。
受
、
想
、
行
、
識
も
亦
復
か
く
の
如
し
。

（
大
正
蔵
一
二
・
八
三
八
ｂ
）

以
下
、
生
老
病
死
、
無
明
、
頷
倒
な
ど
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、
こ
れ
ら
を
滅
す
る
時
に
、
初
め
て
安
、
楽
、
我
、
浄
の
境
地

を
得
る
、
と
説
く
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
知
る
者
こ
そ
沙
門
、
婆
羅
門
と
称
し
て
よ
い
。
佛
法
を
離
れ
て
は
、
本
当
の
沙
門
、

婆
羅
門
の
あ
る
は
ず
が
な
く
、
一
切
の
外
道
は
虚
偽
で
あ
る
、
と
獅
子
吼
し
た
。

こ
れ
を
耳
に
し
た
外
道
た
ち
は
、
シ
ャ
カ
を
狂
人
呼
ば
わ
り
す
る
。
シ
ャ
カ
は
矛
盾
し
て
い
る
、
と
非
難
す
る
。

沙
門
瞿ぐ

曇ど
ん

（
シ
ャ
カ
）
先
に
出
家
し
、
已
り
て
無
常
、
苦
、
空
、
無
我
、
不
浄
と
説
き
、
…
…
今
者
、
瞿
曇
此
の
婆
羅
林

に
来
至
し
て
、
諸
の
大
衆
の
爲
に
常
、
楽
、
我
、
浄
の
法
有
り
と
説
く
。（
大
正
蔵
一
二
・
八
三
九
ａ
）

と
反
馭
し
て
、
摩
伽
陀
国
王
・
阿
闍
世
に
、
シ
ャ
カ
と
の
討
論
を
申
し
出
た
。
闍
提
首
那
と
い
う
婆
羅
門
が
立
っ
て
詰
問
す
る
。

「
も
し
、
煩
悩
を
除
去
す
る
の
を
涅
槃
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、
涅
槃
は
す
な
わ
ち
無
で
あ
る
。
も
し
無
な
ら
ば
、
な
ぜ
常
、
楽
、
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我
、
浄
あ
り
と
い
う
や
。」
と
。

衽
　
三
病
三
薬
の
譬
喩

こ
こ
に
説
き
出
さ
れ
る
の
が
、〈
三
病
三
薬
〉
の
妙
答
で
あ
っ
た
。

│
た
と
え
ば
、
三
種
の
病
は
三
種
の
薬
で
治
る
。
熱
病

は
酥す

で
治
し
、
風
病
は
油
で
治
し
、
冷
病
は
蜜
で
治
す
。
こ
の
三
種
の
薬
は
、
よ
く
治
力
を
有
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
風
の
中

に
油
無
く
、
油
の
中
に
風
は
無
い
。
同
じ
よ
う
に
蜜
の
中
に
冷
無
く
、
冷
の
中
に
蜜
は
無
い
。
無
い
か
ら
能
く
治
す
の
で
は
な

い
か
。
一
切
衆
生
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
だ
、
と
し
て
、

一
切
衆
生
も
亦
復
是
の
如
し
、
三
種
の
病
有
り
。
一
に
は
貪
、
二
に
は
瞋
、
三
に
は
痴
な
り
。
是
の
如
き
の
三
病
に
三
種

の
薬
有
り
。
不
浄
観
は
能
く
貪
薬
と
な
り
、
慈
心
観
は
能
く
瞋
薬
と
な
り
、
観
因
縁
智
は
能
く
痴
薬
と
な
る
。

善
男
子
、
貪
を
除
く
が
爲
の
故
に
非
貪
観
を
な
し
、
瞋
を
除
く
が
爲
の
故
に
非
瞋
観
を
な
し
、
痴
を
除
く
が
爲
の
故
に
非

痴
観
を
な
す
。

三
種
の
病
の
中
に
三
種
の
薬
無
く
、
三
種
の
薬
の
中
に
三
種
の
病
無
し
。
善
男
子
、
三
種
の
病
の
中
に
三
薬
無
き
が
故
に
。

無
常
、
無
我
、
無
楽
、
無
浄
な
り
。
三
種
の
薬
味
の
中
に
三
種
の
病
無
し
。
是
の
故
に
常
、
楽
、
我
、
浄
と
称
す
る
こ
と

を
得
。（
大
正
蔵
一
二
・
八
四
一
ｂ
ｃ
）

と
、
婆
羅
門
の
詰
問
を
打
破
す
る
。
以
下
、
迦
葉
氏
、
富
那
、
清
浄
浮
、

子
梵
志
、
納
衣
梵
志
、
弘
廣
婆
羅
門
等
の
外
道
は
、

次
々
に
シ
ャ
カ
に
説
得
さ
れ
て
開
眼
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

袵
　
非
想
非
非
想
處
を
断
じ
て

こ
の
あ
と
は
須
跋
陀
と
の
問
答
で
し
め
く
く
ら
れ
る
。
須
跋
陀
は
百
二
十
歳
の
老
婆
羅
門
の
自
信
家
で
、
自
分
は
先
き
に
欲
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は
こ
れ
無
常
、
無
楽
、
無
浄
と
思
惟
し
、
色
は
即
ち
こ
れ
常
、
楽
、
清
浄
と
観
じ
た
。
次
に
こ
の
色
は
無
常
で
あ
っ
て
、
癰よ
う

の

如
く
、
瘡か
さ

の
如
く
、
毒
の
如
く
、
箭や

の
如
し
と
観
じ
て
、
無
色
、
常
、
清
浄
、
寂
静
を
観
じ
た
。

次
に
ま
た
こ
の
想
を
観
じ
て
、
こ
の
想
も
こ
れ
無
常
、
癰
、
病
、
毒
、
箭
で
あ
る
と
観
じ
た
。
か
く
て
想
に
非
ず
、
非
想
に

非
ず
と
い
う
境
地
を
体
得
し
た
。
こ
の
非
想
非
非
想
こ
そ
は
一
切
智
、
寂
静
、
清
浄
で
あ
る
。
堕
墜
有
る
こ
と
無
く
、
常
恒
不

変
。
ゆ
え
に
我
輩
は
能
く
心
を
調
伏
せ
り
、
と
宣
し
た
。

こ
の
須
跋
陀
の
高
言
に
対
し
て
シ
ャ
カ
は
一
刀
両
断
。
汝
が
獲
得
し
え
た
と
い
う
非
想
非
非
想
な
る
も
の
も
、
な
お
一
つ
の

想
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
涅
槃
は
無
想
で
あ
る
、
と
。
な
の
に
、
ど
う
し
て
汝
は
涅
槃
を
得
た
と
い
え
よ
う
ぞ
。
汝
が
い
う

非
想
非
非
想
處
は
、
な
お
想
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
そ
れ
こ
そ
癰
の
如
く
、
瘡
の
如
く
、
毒
の
如
く
、
箭
の
如
し
。
か
く
の
如
き

非
想
非
非
想
處
を
断
ず
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
涅
槃
を
獲
得
し
た
と
い
え
る
も
の
か
、
と
。

善
男
子
、
一
切
諸
法
は
皆
是
處
仮
な
り
。
其
の
滅
す
る
處
に
隨
ひ
て
是
を
名
け
て
実
を
爲
す
。
是
を
実
相
と
名
け
、
是
を

法
界
と
名
け
、
畢
竟
智
と
名
け
、
第
一
義
諦
と
名
け
、
第
一
義
空
と
名
く
。（
大
正
蔵
一
二
・
八
五
二
ａ
）

で
し
め
く
く
ら
れ
る
。

衲
　
涅
槃
と
大
涅
槃
の
別

こ
の
項
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、
第
二
十
一
巻
の
品
名
と
な
る
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
も
種
々
鋭
い
質
問
を
試
み
る
が
、
中

で
も
〈
涅
槃
〉
と
〈
大
涅
槃
〉
の
別
が
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
一
節
を
見
て
お
こ
う
。

た
と
え
ば
、
飢
え
た
人
が
食
を
得
る
の
を
安
楽
と
し
、
涅
槃
と
い
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
病
人
が
癒
ゆ
る
こ
と
や
貧
窮
者
が

宝
を
獲
る
こ
と
、
人
骨
を
観
じ
て
貧
欲
を
抑
え
る
こ
と
を
安
楽
と
い
っ
た
り
、
涅
槃
と
い
っ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
た
と
え



〈
涅
槃
〉
で
あ
っ
て
も
〈
大
涅
槃
〉
で
は
な
い
。

ま
た
、
小
乗
の
徒
が
聖
道
に
よ
っ
て
煩
悩
を
止
め
る
の
も
安
楽
で
あ
る
し
、〈
涅
槃
〉
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
そ
こ
に
は
な
お
煩

悩
の
余
薫
が
残
る
か
ら
、〈
大
涅
槃
〉
と
は
い
え
な
い
。
常
・
楽
・
我
・
浄
が
顕
わ
れ
て
こ
そ
初
め
て
〈
大
涅
槃
〉
と
い
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
大
我
、
大
楽
、
大
浄
あ
っ
て
こ
そ
、
と
。（
大
正
蔵
一
二
・
七
四
六
ｃ
）

＊
大
我
＝
そ
の
身
形
自
在
。
無
礙
自
在
。
軽
重
自
在
。
住
所
自
在
。
所
持
自
在
。
演
説
自
在
。
偏
満
自
在
と
、
一
切
の
束

縛
を
離
れ
た
無
礙
な
る
我
（
八
自
在
我
）。

大
楽
＝
四
種
の
真
楽
で
、
相
対
的
悦
楽
を
捨
て
る
楽
。
喧
騒
と
静
寂
を
離
れ
た
楽
、
真
実
相
洞
見
の
楽
。
不
壊
常
住
の

身
を
得
る
楽
。

大
浄
＝
世
間
（
二
十
五
迷
界
）
の
浄
化
。
行
爲
の
浄
化
（
業
清
浄
）、
肉
体
の
浄
化
（
身
清
浄
）、
精
神
の
浄
化
（
心
清

浄
）。

と
も
か
く
も
、
佛
身
常
住
を
弁
証
せ
ん
が
た
め
に
、
涅
槃
常
楽
我
浄
が
蜿
蜒
續
々
と
語
り
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
、
佛
身
論
議

が
い
か
に
佛
教
々
理
を
展
開
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
か
を
思
い
知
る
次
第
で
あ
る
。

以
上
、
従
来
外
道
説
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
常
・
楽
・
我
・
浄
説
は
、
い
っ
た
ん
、
無
常
、
苦
、
無
我
、
不
浄
の
空
の

観
念
を
へ
た
の
ち
に
、
真
実
の
常
・
楽
・
我
・
浄
が
出
現
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
突
き
抜
け
た
真
空
妙
有
の
世
界
、
い

う
と
こ
ろ
の
〈
大
涅
槃
〉
の
境
地
と
し
て
、
思
い
あ
た
る
の
は
、『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問
答
』
の
一
節
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ

そ
、
無
常
・
苦
・
無
我
・
不
浄
の
人
生
を
脱
け
て
、
ま
こ
と
常
・
楽
・
我
・
浄
の
世
界
を
生
き
る
！
そ
れ
も
、〈
空
の
観
念
〉

を
へ
て
で
な
く
、〈
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
ペ
ル
ソ
ナ
〉
と
一
体
と
な
り
、「
聖
霊
」
に
よ
っ
て
の
こ
と
！
「
生
死
の
唯
一

の
慰
め
は
」
と
問
う
て
、
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「
身
体
と
霊
魂
と
を
も
つ
私
が
、
生
き
る
に
も
死
ぬ
に
も
、
私
の
も
の
で
な
く
、
私
が
信
頼
す
る
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
貴
い
血
を
も
っ
て
、
私
の
す
べ
て
の
罪
の
た
め
に
完

全
に
償
い
、
悪
魔
の
す
べ
て
の
力
か
ら
私
を
救
い
出
し
拾
う
。
こ
の
よ
う
に
天
に
い
ま
す
私
の
父
の
御
旨
が
な
け
れ
ば
一

本
の
髪
の
毛
も
私
の
頭
か
ら
落
ち
る
こ
と
は
な
く
、
実
に
す
べ
て
の
こ
と
が
必
ず
私
の
祝
福
に
役
立
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

よ
う
に
私
を
守
り

給
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
そ
の
聖
霊
に
よ
っ
て
、
永
遠
の
生
命

、
、
、
、
、

を
私
に
保
證
し
、
今
か
ら
の
ち

彼
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を
心
か
ら
の
喜
び
と
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
か
つ
そ
の
用
意
を
さ
せ
給
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。」

と
！

（
つ
づ
く
）
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